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C 型肝炎ウイルス(HCV)のライフサイクルには様々な細胞内小胞輸送が関与すると報告されて

いる。小胞輸送を制御する低分子量 G 蛋白質 Rab は HCV RNA の複製過程に関与するとの報告

があるのみで，その他の過程への関与は不明である。Rab13 は HCV 感染受容体である Claudin
や Occludin 等のタイトジャンクション(TJ)に局在する宿主因子の輸送に関与する。本研究では，

HCV ライフサイクルにおける Rab13 の関与について検討した。 
 siRNA を用いて Rab13 をノックダウン(KD)した時の，HCV 感染への影響を検討した。細胞は

RSc(HuH-7 由来)或は D7(Li23 由来)を使用した。HuH-7 および Li23 細胞株は異なるヒト肝癌由

来の細胞株である。接種材料はレニラルシフェラーゼ(RL)遺伝子を導入した JFH-1 株 HCV が複

製する細胞の培養上清を用いた。HCV RNA の複製に対する影響は，RL 遺伝子を導入した JFH-1
株 HCV サブゲノム複製細胞を用いて検討した。RL 活性を測定することで細胞内 HCV RNA の

複製能を評価した。Rab13 や HCV 蛋白質の発現量はウエスタンブロット法で解析した。 
 はじめに，Rab13 の HCV 感染への影響を検討した。Rab13 を KD した細胞に HCV を感染さ

せて， 48 時間後に RL 活性を測定したところ，HCV 感染の抑制が認められた。また，Core 蛋

白質の発現量も低下していた。次に Rab13 の HCV 感染以降の過程への影響を検討した。HCV
を感染させた後に Rab13 を KD し，48 時間後に RL 活性を測定した。両細胞とも HCV RNA の

複製能や Core 蛋白質量の低下は認められなかった。また，Rab13 を KD したサブゲノム複製細

胞においても，HCV RNA の複製能の低下は認められなかった。 
 Rab13 は HCV 感染の過程に関与することが示唆された。Rab13 は TJ に関与する小胞輸送蛋

白質であり，Claudin や Occludin 等に作用していることが考えられる。 
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